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一

､

著
書
･

編
著
･

訳
‡

『

歴

史
意
識
』

Ⅴ

十
二

二

九
ペ

ー

ジ
､

刀

江

書
院

昭

和
一

一

年
七

月

『

ジ

ョ

ン

･

ス

チ
ュ

ア

ー

ー
･

ミ

ル

』

Ⅴ

十
二

七
一

ペ

ー

ジ
､

東
洋
経
済

二

二

年
一

一

月

『

蚕
糸
業
の

経
済
的
分
析
』

序
論
｢

蚕
糸
業
を

め

ぐ
る

三

つ

の

問
題
系
列
+

一

-
七
ペ

ー

ジ
､

第
一

串
｢

蚕
糸
業
の

動
向
+

八

-
九
三
ペ

ー

ジ
､

第
二

章
｢

製
糸
業
の

動
向
+

九

四

-
一

三

〇
ペ

ー

ジ
､

第
四

章
｢

蚕
糸
業
合
理

化
の

条
件
+

四

九
八

-
五

三

七
ペ

ー

ジ
､

農
業

総
合
研
究
所
､

日

本
評
論

社

二

五

年
二

月

『

経

済
学
の

哲
学
的
背
景
』

Ⅴ

±
一

八

八
ペ

ー

ジ
､

同
文

館

二

六

年
九

月
『

日

本

農
業
読
本
』

初
版
二

八

年
一

二

月
､

第
四

革
｢

蚕
糸
経

済
と

蚕

糸

経

営
+

九
二

-
一

一

五
ペ

ー

ジ
､

第
九

章
｢

農
業
金
融
+

二

〇
五

1
二

三

〇
ペ

ー

ジ
､

新
版
三

九
年
一

二

月

第
一

章
｢

負
業
問
題
の

諸
相
+

三

-

二

六
ペ

ー

ジ
､

第
三

革
｢

農
業
経
済
の

歩
み
+

五
一

-
七
二

ペ

ー

ジ
､

東

洋
経
済

『

経
済

学
初
歩
』

.

Ⅳ

十

二

五

二

ペ

ー

ジ
､

同
文
館

二

九
年
九
月

『

農
村
経
営
論
』

第
一

章
｢

農
村
の

経
済
と

社
会
+

三

-
四

三

ペ

ー

ジ
､

第
二

章
｢

農
村
経
営
の

概
念
と

問

題
+

四

四

-
六

六
ぺ

-

ジ
､

第
三

章

｢

日

本
の

経
済
と

貴
村
+

六

七

-
九
八
ペ

ー

ジ
､

第
四

章
｢

農
村
計
画
の

回

顧
と

反
省
+

九
九

-
一

二

七
ペ

ー

ジ
､

東
洋
経
済

三

〇

年
七

月

『

経
済
学
方
法
論
』

.

Ⅵ

±
一

二

〇
ペ

ー

ジ
､

春
秋
社

三
一

年
四

月

『

経
済
思
想
』

‥

Ⅷ

±
一

九
〇
ペ

ー

ジ
､

評
論
社

三

三

年
五

月

『

貿
易

1
日

本
経

済
の

分
析
』

‥

Ⅷ

±
〓

七
ペ

ー

ジ
､

春
秋

社

三

四

年
九
月

T
･

W
･

シ

ュ

ル

ツ

『

農
業
の

経
済
組
織
』

耶

＋

四

八

〇
ペ

ー

ジ

(

川
野

重

任
氏
と

共
監
訳
)

農
林
水
産
業
生

産
性
向
上

会
議
･

中

央
公

論
社

三

三

年
七

月

『

近

代
経
済
学
方
法

論
』

Ⅴ

±
一

五

八
ペ

ー

ジ
､

劾
早
書

房

三

五

年
一

一

月

『

フ

ィ

リ
ァ

ピ

ン

の

金

融
と

資
本
形
成
』

｢

報
告
の

要
旨
+

三

-
一

二

ペ

ー

ジ
､

第

〓
早

｢

国
民

経

済
の

金

融
的
側
面
+

一

三

-
六

八
ペ

ー

ジ
､

ア

ジ

ア

経
済
研
究
所

三

六

年
三

月

『

マ

ー

シ

ャ

ル

ー
近

代
経
済
学
の

創
立
者
』

‥

Ⅷ

十

二

七

四

ペ

ー

ジ
､

勤

草
書
房

三

六

年
一

〇
月
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『

農
業
近

代
化
と

農
業
共
済
の

あ

り

方
』

第
一

章
｢

農
業
近

代
化
の

課
題
+

一

-
五
二

ペ

ー

ジ
､

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会

三

六

年
一

二

月

『

フ

ィ

リ
ッ

ビ

ン

の

経
済
開
発
』

｢

報
告
書
概
要
+

一

-
一

五
ペ

ー

ジ
､

第

一

章
｢

経
済
開
発
の

背
景
+

一

七

1
八
二

ペ

ー

ジ
､

ア

ジ

ア

経
済
研
究
所

三

七

年
三

月

『

国
民

生

活
の

構
造
分
析
』

第
一

革
｢

研

究
の

概
要
+

一

-
三

〇
ペ

ー

ジ
､

第
二

草
｢

生

活
構
造

指
数
の

解
釈
+

三
一

-
四

二
ヘ

ー

ジ
､

第
七

草
第
二

節
｢

マ

ー

ガ

レ

ッ

ト
･

ヘ

ー

グ
ッ

ト

『

農
村
生

活

水

準
の

地

域

的

此

較

-
計
量
社
会
学
的
測
定
』

+

一

二

六

-
一

三

四
ペ

ー

ジ
､

国

民

生

活

研

究

所

三

八

年
一

二

月

『

物
価
上

昇
の

要
因
と

安
定
対

策
』

｢

要
旨

と

提

言
+

一

1
一

四
ペ

ー

ジ
､

｢

総
説
･

物
価

問
題
の

特
徴
+

一

五

-
四

五

ペ

ー

ジ
､

日

本

経

済

調
査

協

議
会

三

九
年
一

二

月

『

食
粗
管
理

制
度
の

分
析
』

｢

要

旨
と

提

言
+

一

-
一

〇
ペ

ー

ジ
､

第
一

亭
｢

食
糧
管
理

制
度
の

問
題
点
+

一

一

1
三

七
ペ

ー

ジ
､

第
三

章
第
一

節

｢

米
の

需
要
動
向
+

五

七

-
六

七
ペ

ー

ジ
､

第
五

章
｢

食
管
へ

の

財

政

負

担
の

意
義
+

一

一

一

-
一

二

三
ペ

ー

ジ
､

産
業
計
画
会
議

四

〇
年
三

月

『

マ

ー

シ

ャ

ル

･

経
済
学
原
理
』

第
Ⅰ

分
冊

舛

舛
粥

ェ
i

±
一

七

三

ペ

ー

ジ

(

監
修
者
中
山
伊

知
郎
氏
の

序
文
を

含
む
)
､

第
Ⅱ

分
冊

.

m

±
二

五

三
ペ

ー

ジ
､

第
Ⅲ

分
冊

.

m

±
二

四

八
ペ

ー

ジ
､

第
Ⅳ

分
冊
･
警
丁

三

七
七
ペ

ー

ジ
､

東
洋
経
済

四

〇

-
四
二

年

『

社

会
科
学
と

し
て

の

経
済
学
』

Ⅴ

十
二

六

八
ペ

ー

ジ
､

春

秋

社

四

四

年
四

月

『

農
業
近

代
化
へ

の

道
』

Ⅹ

±
一

三

〇
ペ

ー

ジ
､

｢

序
に

代
え
て
+

i

-
.

Ⅵ

ペ

ー

ジ
､

東
洋
経
済

四

五

年
九

月

『

近

代
経
済
学
史
』

.

Ⅵ

十
三
一

七
ペ

ー

ジ
､

東
洋
経
済

四

五

年
一

二

月

『

D
･

デ
ュ

ー

イ
･

不

完
全

競
争
の

理

論

-
一

つ

の

根
本
的
な

再

構
成
』

Ⅹ

±
一

二
一

ペ

ー

ジ
､

沖
田

健
吉
氏
と

共
訳
､

東
洋
経
済

四

六

年
四

月

二
､

論
文
山

初
期
の

論
文

｢

ハ

ン

ス

･

プ

ラ

イ

ア

に

お

け

る

現
実
科
学
の

論
埋
+

『

思
想
』

第
一

二

五

号
､

岩
波
書
店

昭

和
七

年

｢

社
会
構
造
と

歴
史
的
秩
序
+

『

思
想
』

第
一

三
一

号
､

八

年

｢

精
神
科
学
と

社
会
学
+

『

社
会
哲
学
社
会
科
学
評
論
･

第
1

輯
』

二

四
三

1
二

六

四
ペ

ー

ジ
､

岩
波
書
店

八

年

｢

『

文
化
綜
合
』

と

社
会
的
主
体
+

東
京
社
会
科
学

研

究

所

年

報

第
一

輯

『

社
会
科
学
と

社
会
哲
学
』

七
一

五

-
七

八
一

ペ

ー

ジ
､

刀

江

書
院
八

年

｢

技
術
と

経
済

-
技
術
的
理

性
の

悲
劇
+

『

社
会
学
評
論
』

創
刊
号
､

同

文
館

九
年

｢

日

本
に

お

け
る

経
済
社
会
学
の

問
題
+

『

社
会
学
評
論
』

第
四

号
､

一

〇

年
｢

シ

ュ

ス

ト

フ

論
+

『

社
会
学
評
論
』

第
五

号

一

〇
年

｢

経
済
学
の

成
立
に

お

け
る

自
然
法
の

問
題
+

『

社
会
学
評
論
』

第
六

号
､

一

〇
年

｢

経
済
価
値
論
と

経
済
哲
学
+

『

理

想
』

一

〇

牛
一

〇
月
号
､

理

想
社

｢

価
値
哲
学
と

世
界
観
学
+

『

社
会
学
評
論
』

第

号
､

一

〇
年

｢

歴
史
の

問
題
･

そ

れ

に

対

す

る

二

つ

の

方
法
+

『

世
界
文
化
』

第
一

､

第

二
､

第
三

号
､

世
界
文
化
社
､

一

〇

年
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｢

価
値
哲
学
+

三

木
清
編
『

現

代
哲
学
辞

典
』

六

八

i
七

四

ぺ

ー

ジ
､

日

本
評
論
社

一

一

年

｢

歴
史
哲
学
の

歴
史
性
+

『

饗
宴
』

一

の
一

､

刀

江

書
院

一

一

年

｢

悪
の

観
念

-
倫
理

学
的
と

歴
史
哲
学
的
+

『

饗
宴
』

一

の

三
､

〓

年

『

田

辺
哲
学
と

人

間
学
+

『

饗
宴
』

一

の

四
､

一

二

年

｢

シ

ョ

ベ

ン

ハ

ク
エ

ル

論
+

『

饗
宴
』

一

の

五
､

一

二

年

｢

貨
幣
の

哲
学
的
考
察

-
左

右
田

と
ジ

ン

メ

ル

+

『

理

想
』

一

二

年
二

月

号
､

四

八

1
六

〇
ペ

ー

ジ

｢

歴
史
と

倫
理
+

『

一

橋
論
叢
』

三

の

二
､

三

三

-
四

七
ペ

ー

ジ
､

一

四

年

二

月

｢

価
値
論
+

三

木
清
窮
『

新
版
･

現
代
哲
学
辞
典
』

五

六

-
六
二

ペ

ー

ジ
､

日

本
評
論
一

六

年

｢

共

同
社
会
と

利
益
社
会
+

三

木
清
･

中

山
伊

知
郎
･

永

田

清

編
『

社
会

科
学
新

辞
典
』

七
二

-
七

六
ペ

ー

ジ
､

｢

社
会
法

則
+

同

書
二

二
一

-
二

二

九
ペ

ー

ジ
､

河
出
書
房

一

六

年

｢

華
僑
送
金
+

東
亜
研
究
所
編
『

支
那
の

貿
易
外
収

支
』

第

六

章
(

貴

島

克
己
･

南
部
農
夫
治
両
氏
と

共
同
)

二

八

七

-
三

四

四
ペ

ー

ジ
､

｢

海
運

関
係
収
支
+

同
書
第
七

草
三

四

五

-
三

八

五
ペ

ー

ジ
､

東
亜
研
究
所

一

七

年
一

一

月

｢

ア

メ

リ
カ

産
業
動
員
と

優
先
性
の

問
題
+

『

一

橋
論
叢
』

二
の
一

､

一

八

-
三

九
ペ

ー

ジ

一

八

年
一

月

｢

米
国
の

対

比

経
済
政
策
と

此

島
経
済
の

変
遷
+

此

島
調
査
委
貝
会
編
『

比

島
調
査

委
員
会
報
告
･

経
済
編
』

第
二

章
一

-
五

九
ペ

ー

ジ
､

｢

比

島
経

済
力
の

分
析
+

同
書
第
四

孝
一

1
三

八
ペ

ー

ジ
､

一

八

年
九
月

｢

米
国
の

対

比

分
割
政
治
+

『

科
学
思
潮
』

一

九

年
二

月

号

六

七

1
七

三

ペ

ー

ジ
､

科
学
思
潮
社

『

米
国
の

総
動
員
機
構
』

東
亜
研
究
所
扁
.Ⅵ
＋

二

九

〇
ペ

ー

ジ
､

一

九

年

三

月

三
､

論
文
惚

昭
和
こ

〇
･

-
三

〇

年

｢

日

本
貿
易
と

産
業
+

『

農
業
捻
合
研
究
』

創
刊
号
七

八

-
一

五

五
ペ

ー

ジ
､

農
業
総
合
研
究

所

二

二

年
一

一

月

｢

貿
易
と

農
村
+

『

貞

政

評

論
』

一

の
一

二
､

二

-
一

一

ペ

ー

ジ
､

毎
日

新
聞
､

二

二

年
一

二

月

｢

国
民

所
得
に

お

け

る

虔
某
所
得
の

地

位
+

『

農
業

総
合
研
究
』

二

の

二
､

一

五
一

-
一

七
一

ペ

ー

ジ
､

二

三

年
四

月

｢

ミ

ル

の

科
学
方
法
論
+

『

哲
学
評
論
』

三

の

七
､

二

二

-
二

七
ペ

ー

ジ
､

民

友
社

二

三

年
九

月

｢

イ

ギ

リ

ス

社
会
学
+

東
京
社
会
科
学
研
究
所
編
『

社
会

学

史
』

一

七
一

-
二

二
一

ペ

ー

ジ
､

実
業
の

日

本
社

二

三

年
一

〇
月

｢

経
済
学
方

法
論

-
文
献
解
説
+

東
京
社
会
科
学
研

究
所
編
『

社
会
学
』

Ⅰ
､

九

四

1
九
八
ペ

ー

ジ
､

同
文
館

二

三

年
一

一

月

｢

外
資
導
入

と

農
村
の

将
来
+

『

農
政
評
論
』

二

の
一

二
､

一

三

-
一

九
ペ

ー

ジ
､

二

三

年
一

二

月

｢

外
資
導
入

と

日

本

農
業
+

『

農
業
総
合
研
究
』

三

の
一

､

一

-
八

〇
ペ

ー

ジ
､

二

四

年
一

月

｢

過
渡
期
の

経
済
学

1
､
､

､

ル

と

そ
の

時
代
+

『

思
索
』

二

四

年
二

月

号
､

一

八

-
二

七
ペ

ー

ジ
､

思
索
社
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｢

為
替
再

開
と

農
業
+

『

貴
業
問
題
』

第
七

号
､

五

四

1
六
五
ぺ

ー

ジ
､

日

本
農
村
調
査

会

二

四

年
六

月

｢

為
替
問
題
と

農
産
物
価
格
+

『

農
業
経
済
研
究
』

二

四

年
七

月
号
､

一

-

九
ぺ

1

ジ
､

岩
波
書
店

｢

蚕
糸
業
合
理

化
の

条
件
+

『

農
業
給
合
研
究
』

三
の

四
､

一

-
二
一

ペ

ー

ジ
､

二

四

年
一

〇
月

｢

価

値
哲
学
+

哲
学
評
論
編
集
部
編
『

現

代
哲

学
サ

イ

ク

ロ

ぺ

デ
ィ

ア
』

一

七

-
二

五
ペ

ー

ジ
､

｢

経
済
哲
学
+

同

書
四

六

-
五

〇
ペ

ー

ジ
､

民

友

祉

二

四

年
一

一

月

｢

大
田

可
夫
著
『

イ
ギ

リ

ス

社
会
哲
学
の

成
立
』

+

『

一

橋

論

叢
』

二

二

の

六
､

七
一

-
七

八
ペ

ー

ジ
､

二

四

年
一

二

月

｢

農
産
物
公
定
価
格
体
系
を

め

ぐ

る
山

諸

条
件
+

『

虚
業
総
合
研
究
』

四
の
一

､

一

-
四
一

ペ

ー

ジ
､

二

五

年
一

月

｢

世
界
の

食
糧
事
情
と

輸
入

力

形
成
の

条
件
+

貴
業
復
興

会

議

編
『

日

本

農
業
転
換
の

基
調
』

上

編
一

1
五

八
ペ

ー

ジ

二

五

年
五

月

｢

食
糧
輸
入

貿
易
の

転
換
上

そ
の

影
響
+

『

農
業
と

経
済
』

二

五

年
六

月

号
､

三

-
一

〇
ペ

ー

ジ
､

川

崎
出
版
社

｢

食
糧
政
策
の

経
済
的

環
境
+

『

農
業
総
合
研
究
』

四

の

三
､

一

-
三

九
ペ

ー

ジ
､

二

五

年
七

月

｢

価
格
パ

リ

テ
ィ

と

所
得
パ

リ

テ
ィ

+

『

物
価
時
報
』

四

の

八
､

二
一

-
二

二

ペ

ー

ジ
､

物
価
庁

二

五

年
八

月

｢

農
業
に

お

け

る

所
得
パ

リ

テ
ィ

方
式
+

『

農
業
総
合
研

究
』

四
の

増
刊
､

一

-
三

七
ぺ

1

ジ
､

二

五

年
九

月

｢

軽
済
習
単
に

お

け
る

杉
村
学
説
+

杉
村
記
念
会
編

『

経
済
哲

学
の

諸

問

題

-
杉
村
広
蔵
博
士
追
憶
記
念
論
文
集
』

一

-
四
一

ペ

ー

ジ
､

新
紀
元

0 8∂

社

二

五

年
一

二

月

｢

世
界
の

食
糧
政
策
と

日

本
+

『

地

上
』

五
の

七
､

五

四

-
五

九
ペ

ー

ジ
､

豪
の

光

二

六

年
七

月

｢

米
価
算
定
方
式
へ

の

反

省
+

『

食
塩
管
理

月

報
』

三

の

八
､

食
糧
庁
､

二

六

年
八

月
(

本
稿
は

米
価
審
議
会
編
『

米
価
算
定
方
式
』

二

九
〇
-
三

〇

七
ペ

ー

ジ
､

食
糧
庁
刊

二

七

年
一

一

月
に

再
録
)

｢

米
麦
の

価
格
調
整
方
式
に

つ

い

て

の

覚
書
+

農
業
改
良
局
研
究

部
編
『

米

麦
統
制
撤
廃
問
題
に

関
す

る

資

料
』

二

六

年
一

二

月

｢

農
産
物
価
格
政
策
の

構
図
+

『

農
業
総
合
研
究
』

六

の

二

四
二

-
一

〇

〇
ペ

ー

ジ
､

二

七

年
一

月

｢

農
業
金
融
の

性
蒋
+

『

貯
蓄
時
報
』

第
一

二

号
､

二

三

1
三

四
ペ

ー

ジ
､

日

本
銀
行

二

七

年
二

月

｢

食
塩
政
策
の

転
換
と

組
合
金
融
の

問
題
+

『

農
業
総
合
研
究
』

六
の

二
､

一

-
九
二

ペ

ー

ジ

(

中
山
誠
記
､

宍
戸
寿
雄
両

氏
と

共
同
)

二

七

年
四

月

｢

食
塩
政

策
の

転
換
と

消
費
者
家
計
+

農
業
復

興
会
議
編
『

食
糧
政
策
･

そ

の

転
換
と

帰
結
』

第
三

孝

五
一

-
八
一

ペ

ー

ジ
､

｢

食

糧
政

策
の

転
換

と

流
通
秩
序
+

同
書
第
四

季

八
二

1
一

〇
四
ペ

ー

ジ
､

二

七

年
六

月

｢

農
産
物
･

価
格
の

予

想
と

安
定
+

『

農
業

総
合
研
究
』

六
の

三
､

四

五

1

一

一

二

ペ

ー

ジ
､

二

七

年
七

月

｢

貿
易
乗
数
と

交
易
条
件
+

『

経
済
研
究
』

四
の

二
､

九
一

-
九
七
ペ

ー

ジ
､

一

橋
経
済
研
究
所
･

岩
波
書
店

二

八

年
四

月

｢

日

本
の

貿
易
+

森
田

健
三

そ
の

他
編
『

日

本
の

経

済
』

第
五

章

一

一

三

-
一

三

七
ペ

ー

ジ
､

春
秋
社

二

八

年
四

月
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｢

賢
易
利
益
の

分
析
+

『

農
業
総
合
研
究
』

七
の

四
､

一

-
四

八
ベ

ー

ダ
､

二

八

年
四

月

｢

食
糧

-
そ
の

需
給
と

貿
易
+

東
畑
清
一

編
『

日

本
の

農
業
』

第
一

章
､

一

1
二

五
ペ

ー

ジ
､

｢

農
産
物
の

市
場
と

金

融
+

同

書

第
五

革
､

一

〇
五

-
一

二

九
ペ

ー

ジ
､

春
秋
社

二

九
年
六

月

｢

日

本
貿
易
の

役
割
+

都
留
重

人
･

大
川
一

司
編

『

日

本

経

済
の

分
析
』

第
一

巻
第
六

亭
､

二

七
一

-
二

九
六
ペ

ー

ジ
､

数
等

書

房

二

九

年
八

月
｢

経
済
学
の

応
用
と

そ
の

方
法
論
的
反
省
+

『

一

橋
論

叢
』

三

二

の

二
､

二

-
二

〇
ペ

ー

ジ
､

二

九
年
八

月

｢

所
得
目

標
と

価
蒋
方
式
+

『

農
業
経
済
研
究
』

二

六
の

二
､

五

二

1
五

九

ペ

ー

ジ
､

岩
波

書
店

二

九
年
八

月

｢

地

域
性
の

探
求
+

『

農
業
総
合
研
究
』

九
の
一

､

三

九
-
七
二

ペ

ー

ジ
､

三

〇

年
一

月

｢

貿
易
国
の

食
塩
問
題
+

高
垣

寅
次
郎
窮
『

日

本
の

貿
易
政
策
』

第
六

章
､

一

二

七

-
一

六
一

ペ

ー

ジ
､

有
斐
閣

三

〇
年
五

月

｢

農
業
所

得
の

分
配
構
造
+

『

農
業
競
合
研
究
』

九
の

三
､

一

1
四

八
ペ

ー

ジ
､

三

〇
年
七

月

｢

経
済
の

構
造
と

農
業
+

『

農
林
金
融
』

八

の

九
､

二

-
五
ペ

ー

ジ
､

農
林

中
金

三

〇
年
九
月

｢

食
糧
価
格
統
制
の

展
開
+

食
糧
庁
編
『

食
塩
管
理

史
･

価

格

編
』

第
三

章
､

九
五

-
一

九
二

ペ

ー

ジ
､

食
糧
庁

三

〇

年
三

月

｢

一

橋
学
問
の

伝
統
と

反
省
･

哲
学
+

『

一

橋
論

叢
』

三

四
の

四
､

三

〓
ハ

一
三

二

二

ペ

ー

ジ
､

三

〇
年
一

〇
月

｢

貴
地

改
革
と

麓
業
所

得
+

農
地

改
革
十
風
年
記
念
事
業

会
『

農
地

改
革

一

〇
年
』

四

三

-
五

九
ペ

ー

ジ
､

三

〇
年
九
月

｢

経
済
学
方
法
論
史
+

中

山
伊
知
郎
(

代
表
)

扇
『

経
済
学
大
辞
典
･

Ⅲ
』

二

八
五

1
二

九
六
ペ

ー

ジ
､

｢

左

右

田

喜
一

郎
+

同

書
､

三
一

八

-
三
一

九
ペ

ー

ジ
､

｢

経

済
文
化
+

同
書
､

五
七

三

1
五

八
三
ペ

ー

ジ
､

｢

経
済

意

識
+

同
書
､

五

八

三

-
五

九
〇
ペ

ー

ジ
､

東
洋
経
済

三

〇
年
一

二

月

四
､

論
文
胤

昭

和
三
一

-
四

七

年

｢

農
業
に

お

け

る

分
配
率
+

中
山
伊
知
郎
編
『

賃
金
基
本
調

査
』

一

四

二

-
一

七
九
ペ

ー

ジ
､

東
洋
経
済

昭

和
三
一

年
二

月

｢

貿
易
の

発
展
と

農
業
+

東
畑
精
一

･

大
川
一

司
編
『

日

本
の

経

済
と

農

業

-
成
長
分
析
』

第
一

章
籍
三

節
､

五

九

-
七

八

ペ

ー

ジ
､

｢

農
地

価

櫓
と

分
配
率
の

趨
勢
+

同

書
第
六

章
第
一

節
､

二

六

〇
-
二

八

〇
ペ

ー

ジ
､

｢

分
配
構
造
の

変
化
+

同

書
第
六

章
第
二

節
､

二

八

〇
-
三

〇
三
ペ

ー

ジ
､

岩
波
書
店

三
一

年
三

月

｢

食
糧
需
給
の

動
向
+

食

糧
庁
編
『

食
糧
管
理

史
･

需
給

編

総

論
』

第
三

章

一

〇
三

1
一

七

八
ペ

ー

ジ
､

食
糧
庁

三
一

年
三

月

｢

都
市
貞
業
経
営
論
+

『

市
民

講
座
』

八

八

-
一

〇
〇
ペ

ー

ジ
､

全

国
市
長

会

三
一

年
三

月

｢

貿
易
構
造
と

農
業
構
造
+

東
畑
精
一

･

川
野
重

任
編
『

日

本
の

経

済
と

農
業

1
構
造

分
析
』

第
三

章
､

九

四

-
一

二

〇
ペ

ー

ジ
､

｢

畠

業
の

地

域
構
造
+

同
書
第
六

章

二

六
二

-
三

〇
七
ペ

ー

ジ
､

岩
波
書
店

三
一

年
一

二

月

｢

経
済
形
態
の

動
態
分
析
+

『

一

橋
論

叢
』

三

六
の

六
､

一

-
二

〇
ペ

ー

ジ
､
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三
一

年
一

二

月

｢

経
済
哲
学
の

現
代
的
課
題
+

『

理

想
』

三

二

年
二

月

号
､

一

-
一

二

ペ

ー

ジ
､

理

想
社

｢

外
国
貿
易
と

人
口

問
題
+

商

売
三

郎
(

代
表
)

窮
『

人

口

大

辞

典
』

四

五

五

-
四

五

九
ペ

ー

ジ
､

平
凡

社

三

二

年
七

月

｢

社
会
と

個
人

の

経
済
哲
学
+

『

一

橋
論
叢
』

三

八

の

二
､

一

-
一

八
ペ

ー

ジ
､

三

二

年
八

月

｢

近

代
経
済
学
の

方

法
的
視
野
+

『

理

論
経
済
学
』

八

の

三
､

四
､

二
二

-

一

七
ペ

ー

ジ
､

東
洋
経
済

■
J

p

p

P
コ
e

諾

G
巴
ゴ
S

才
O

m

屯
叫
-

豆
h
小

谷
聖
賢

ゝ

昌
丸
恥
や
}

ぎ

ー

N

叫

■
-

与

N

三

三

年
二

月

丁

岩
n

わ
ー

ー

00

諾

-
-

巴
N
.

-
ゝ
達

喜
訂

阜
､

賢

く
○
-

･

白

岩
〇
･

N
.

A
勺
r

〓

}

況
や

で

勺

.

｢

経
済
学
の

潮
流
Ⅰ

近

代
経
済
学
+

山
田

雄
三
､

一

編
『

経
済
学
の

学
び

方
』

二

五

-
五

四
ペ

ー

ジ
､

四

月

｢

社
会
科
学
と

し
て

の

近

代
経
済
学
+

『

一

橋
論

叢
』

板
垣

興
一

､

木

村
元

白
桃

書
房

三

三

年

三

九
の

六
､

一

-
一

九
ペ

ー

ジ
､

三

三

年
六

月

｢

経
済
発
展
の

思
想
と

理

論
+

中
山
伊
知
郎
博
士
遅

暦
記
念

論

文

集
『

経

済
の

安
定
と

進

歩
』

七

九
-
九
四
ペ

ー

ジ
､

東
洋
経
済

三

三

年
九
月

｢

貿
易
国
の

農

業
問
題
+

『

一

橋
論
叢
』

四

〇
の

五
､

四
一

-
六

六
ペ

ー

ジ
､

三

三

年
一

一

月

｢

ア

ル

フ

レ

ッ

ド
･

マ

ー

シ

ャ

ル
+

『

一

橋
論
叢
』

四
一

の

四
､

四

六

-
六

一

ペ

ー

ジ
､

三

四

年
四

月

｢

凝
済
形
態
と

凝
済
親
織
+

東
湖
精
一

博
士

還
暦
記
念
論

文

集
『

経

済

発

展
と

怠
業
問
題
』

一

八

-
三

四
ペ

ー

ジ
､

岩
波
書
店

三

四

年
四

月

ル
】

ヘ
リ

｢

日

本

貿
易
の

利
益
+

一

橋
大

学
一

橋
学
会
編
『

日

本
経

済
の

特

質
』

第

五

章
､

一

一

三

-
一

四
一

ペ

ー

ジ
､

春
秋
社

三

四

年
四

月

｢

日

本
経
済
に

お

け
る

畠
業
の

役
割
+

中
山
伊
知
郎
編
『

日

本

経

済
の

解

明
』

第
九

章

二

三

七

-
二

四

九
ペ

ー

ジ
､

東
洋
経
済

三

四

年
六

月

｢

基
本
文
献
解
題

R
.

ワ

H

発
岩
d
.

ゴ
)

喜
邑
h

ゝ

勺
ヾ
や

岩
S
訂

内
岩

至
芸
1

叫

声
(

｢
○

ロ

争
U

ロ
､

-

望
∞

)

+

『

一

橋
論
叢
』

四
二

の
一

､

三

〇
1
四

七
ペ

ー

ジ
､

三

四

年
七

月

■
出

巴
巴
呂
①

○
-

T

岩
計

P
ロ
ー

E
c

O

ロ
O

m
i

c

G
岩

ま
F

5.

-

P

℃
p

ロ
.

ゝ
達

恵

已
h

阜

旨
Q

屯
仙

き
訂
串
ひ

e
き

ゝ

昌
敷
月
下

く
○
-
一

㍍

2
〇
.

-
.

A

〒

g

宏
t

-

¢

h

¢
.

p

p
.

山

N

-
か

山

｢

フ

ィ

リ

ブ

ピ

ン

の

砂
糖
+

農
林
水
産

業
生

産
性
向
上

会

議
編

『

世
界
の

砂
糖
1
+

一

1
六

八
ペ

ー

ジ
､

三

四

年
九
月

｢

ク

ヌ

ッ

ト
･

ウ
ィ

ク

セ

ル

+

『

一

橋
論
叢
』

四

三

の

四
､

八

九

-
一

〇
八

ペ

ー

ジ
､

三

五

年
四

月

｢

経
済
組
織
と

社
会
効
用
+

『

一

橋
論
叢
』

四

四

の
一

､

三

七

-
五

六
ペ

ー

ジ
､

三

五

年
七

月

｢

需
要
構
造
+

有
沢

広
己
･

東
畑
精
一

･

中
山
伊
知
郎
編
『

経

済

主

体

性

講
座
』

第
一

巻
｢

経
済
I
+

七

八

-

二
五
ペ

ー

ジ
､

中

央
公
論
社

三

五

年
八

月

｢

農
業
所
得
の

成
長
+

経
済
審
議
会
長
期
経
済
展
望
都
会

病

五

二

七

1

五

三

八
ペ

ー

ジ
､

三

五

年
一

二

月

｢

農
業
経
済
の

長
期
展
望
と

発
展
要
因
+

『

農
林
金

融
』

一

四
の

三
､

三

1

六
ペ

ー

ジ
､

農
林
中
金

三

六

年
三

月



( 1 0 1) 名 誉教授馬場啓之 助 著作 目録抄

｢

農
業
所
得
の

成
長
分
析
+

『

一

橋
論
叢
』

四

五
の

五
､

一

九
1
三

八
ペ

ー

ジ
､

三

六

年
五

月

｢

基
本
文

献
解

題

甲

H
i

g
粥
i

n
s
､

内

岩

雪
害
叫

b

b
昌
屯

訂
甘

言

芸
､

(

宅
e

弓

吋
O
r

打
-

-

巴
¢

)

+

『

一

橋
論
叢
』

四

五

の

六
､

五

四

-
七

二

ペ

ー

ジ
､

三

六

年
六

月

｢

高
成
長
下
の

米
価
の

あ
り

方
+

『

エ

コ

ノ

ミ

ス

ト
』

三

九
の

二

六
､

三

〇

-
三

四
ペ

ー

ジ
､

毎
日

新
聞

三

六

年
六

月

｢

食
塩
管
理

制
度
の

改
正

を

め

ぐ
っ

て
+

『

食
糧
管
理

月
報
』

一

三

の
一

一

､

一

一

1
一

五
ペ

ー

ジ
､

三

六

年
一

一

月

｢

農
業
金
利
の

適
正

水
準
+

『

農
林
金
融
』

一

四

の
一

二
､

四

-
九
ペ

ー

ジ
､

農
林
中
金

三

六

年
一

二

月

.

D
セ

ロ
a

m
-

の

A
ロ

巴
u

芯
i

s

O
叫

A
g
r

訂

已
t

亡
r

巴

H

コ
C

O

ヨ
2

i

ロ

】

P

勺
P

ロ
ー

拇

賢
訂
や

旨

聖
賢

､
Q

弓
喜
～

見

向
昌
ヾ

岩
ヾ

営
記
.

く
○
-

+
Ⅰ

宅
〇
･

N
､

呂
琶
C

F

】

芸
N
.

勺

ワ

ー

･
-
}

叶

｢

ジ

ョ

ン

･

ス

チ

ュ

ア

ー

ト
･

ミ

ル

+

『

一

橋
論
叢
』

四
七

の

四
､

四

〇
-

五

七
ペ

ー

ジ
､

三

七

年
四

月

｢

工

業
化
に

よ

る

農
業
近

代
化
の

明
暗
+

『

農
業
と

経
済
』

二

八
の

六
､

一

〇
-
一

五
ペ

ー

ジ
､

三

七

年
六

月

｢

経
済

発
展
と

企
業
者
機
能
+

『

理

論
経
済
学
』

一

二

の

三
､

六

〇

-
六
三

ペ

ー

ジ
､

東
洋
経
済

三

七

年
六

月

｢

農
業
観
則
の

役
割
+

『

農
林
統
計
調
査
』

三

七

年
一

二

月

号
､

四

-
七
ペ

ー

ジ
､

農
林
統
計
協
会

｢

福
祉
国
家
の

問
題
+

一

橋
大
学
一

橋
学
会
編
『

転
形
期
の

世

界
経
済
』

第
二

幸

三

七

-
六

七
ペ

ー

ジ
､

春
秋
社

三

八

年
三

月

｢

杉
村
広
蔵
論
+

『

一

橋
論

叢
』

四

九
の

四
､

六

四

1
八

九
ペ

ー

ジ
､

三

八

年
四

月

｢

新
古
典
派
の

創
立

者
マ

ー

シ

ャ

ル

+

大
河

内
一

男
編
『

経
済
学

を

築
い

た

人
々

』

二

五

九

-
二

八
二

ペ

ー

ジ
､

青
林

書

院

新
社

三

八

年
一

一

月
｢

イ

ギ

リ
ス

経
済
学
と

経
験
論
+

田

中
実
知
太

郎
編
『

哲

学

大

系
』

第

五

巻

五

七

～
八
二

ペ

ー

ジ
､

人

文

書
院

三

九

年
一

月

｢

為
栗
近

代
化
の

第
二

ラ

ウ
ン

ド
+

『

地

上
』

一

八
の

二
､

六

四

-
六

七
ペ

ー

ジ
､

家
の

光

三

九

年
二

月

｢

物
価
､

賃
金
､

生

産
性
+

『

中
央
労
働
時
報
』

第
四

〇
七

号
､

二

-
二

〇

ペ

ー

ジ

(

倍
増
計
画
中
間
検
討
作
業
･

物
価
分
析
会
提
出
研
究
論
文
拙
稿

｢

物
価
､

生

産
性
と
コ

ス

ト

変
動
+

を

資
料
と

し
て

添
付
､

一

〇
-
二

〇

ペ

ー

ジ
)

労
委
協
会

三

九
年
三

月

｢

ポ
ェ

ー

ム

･

バ

グ
エ

ル

ク
+

『

一

橋
論
叢
』

五
一

の

四
､

六

七

-
八

四
ペ

ー

ジ
､

三

九

年
四

月

｢

マ

ー

シ

ャ

ル

『

経
済
学
原
理
』

ギ
ル

ポ

ウ

編

校

訂
仮
に

つ

い

て
+

『

経

済
研
究
』

一

五
の

三
､

二

五

〇
-
二

五

三
ペ

ー

ジ
､

一

橋
経
済
研
究
所

三

九
年
七

月

｢

農
業
近

代
化
の

忘
れ

も
の
+

『

朝
日
ジ

ャ

ー

ナ

ル

』

三

九
年
八

月
九

日

号

一

二

-
一

九
ペ

ー

ジ

｢

シ

ュ

ン

ペ

ー

タ
ー

の

理

論
+

木
村
睡
康
編
『

現

代
経
済

学
の

エ

ッ

セ

ン

ス

』

三

三

…
四
七
ペ

ー

ジ
､

ぺ

り

か

ん

社

三

九
年
九
月

占
+

0

0

d

C

O
ロ
t
r

O
-

i

n

T
r

P

ロ
S

≡
○

ロ
.

､

知
ま

言
､

如
旨
達
Q

芸
叫

Q

七
言
監
恥

S
h
-

く
0
-
.

-

望
〇

.
N
-

Z
O

く
ゎ
】

ゴ
b
e
H

-

¢

ひ

今

j J J
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｢

左

右

聖
且

二

郎
編
+

『

一

橋
論
叢
』

五

三
の

四
､

四

〇

-
五

六

ペ

ー

ジ
､

四

〇
年
四

月

｢

イ

デ
オ

ロ

ギ

ー

か

ら

の

解
放
+

『

一

橋
論

叢
』

五

五

の
一

､

一

1
一

九
ペ

ー

ジ
､

四
一

年
一

月

｢

福
祉
国
家
の

理

論
的
背
景
+

『

国
民
福
祉
政
策
の

基
本
問
題
』

一

-
二

〇

ペ

ー

ジ

国
民

生

活
研
究
所

四
一

年
二

月

｢

物
価
､

賃
金
､

生

産
性
+

『

労
働
委
員
会
制
度
2 0

周

年
記

念
論
集
』

三

六

-
六

〇
ペ

ー

ジ
､

全
国
労
働
委
員
会
連
絡
協
議
会

四
一

年
三

月

｢

賃
金
争
議
と

労
使
関
係
+

黎
明

双

書

第
一

四

号
､

一

-
一

六
ペ

ー

ジ
､

四
一

年
八

月

｢

厚
生

経
済
学

-
そ

の

背
景
･

展
開
お

よ

び

意
義
+

大
河

内
一

男
編
『

経

済
学
史
講
座
』

第
六

章

二

五

七

-
二

八

七
ペ

ー

ジ
､

青
林
書
院
新
社

四
一

年
九
月

｢

田
口

卯
吉
論
+

『

一

橋
論
叢
』

五

七
の

四
､

二

三

-
四
二

ペ

ー

ジ
､

四

二

年
四

月

｢

経
済
成
長
と

経
済
政
策

-
医

療
制
度
の

基

礎
と

し

て
+

『

日

本

医

師

会
薙
誌
』

五

七

の
一

〇
､

一

六

七
二

-
一

六

七

七

ペ

ー

ジ
､

四

二

年
五

月
｢

日

本
兵
業
の

将
来
に

思
う
+

『

農
業
富
民
』

三

九
の

八
､

二

四

1
三
一

ペ

ー

ジ
､

四
二

年
八

月

｢

ゆ
た

か

な

直
観
力

一
束

畑
精
一

先
生
+

小

泉

明
､

宮

崎

義
一

編
『

日

本
経
済
を

見
る

眼
』

二

二

二

-
二

三

〇
ペ

ー

ジ
､

東
洋
経
済

四

二

年
九

月
｢

逆
ざ

や
･

高
米
価
･

低
所
得
+

『

食
糧
管
理

月

報
』

一

九
の
一

二
､

三

1

六
ペ

ー

ジ
､

四
二

年
一

二

月

｢

現
代
の

経
済
思
潮
+

黎
明

双

書

第
三

二

号
､

一

1
二

四

ペ

ー

ジ
､

四

三

年
二

月

｢

食
糧
管
理

制
魔
の

改
善
と

改
革
+

『

農
業
構
造
問
題
研
究
』

第
三
一

号

二

三

-
三

四
ペ

ー

ジ
､

農
政

研
究
セ

ン

タ
ー

四
三

年
一
〇
月

｢

資
本
主
義
の

逆
説
+

黎
明

双

書

第
四
二

号
､

一

･

･

二

一

ペ

ー

ジ
､

四

三

年
一

一

月

｢

農
産

物
価
蒋
の

形
成

-
そ
の

型
と

基
準
+

『

農
業
お

よ

び

園
芸
』

四

四

の
一

､

一

-
五
ペ

ー

ジ
､

養
賢
堂

四

四

年
一

月

｢

経
済
成

長
と

国
民

福
祉
+

『

社
会
福
祉
研
究
』

第
四

号
､

三

1
七
ペ

ー

ジ
､

鉄
道
弘
済
会

四

四

年
四

月

｢

食
糧
管
理

特
別
会
計
+

食
糧
庁
編
『

食
塩

管
理

史
･

放

論
Ⅰ

～

Ⅲ
』

総

論
一

第
Ⅱ

編
第
三

章

二

五

三

-
三
一

八

ペ

ー

ジ
､

｢

食

管

制

度

-
こ

の

段
階
の

特
質
+

総
論
Ⅲ

第
一

章

一

-
七

六
ペ

ー

ジ
､

食
糧
庁

四
四

年
一

二

月

｢

経
済
成
長
と

物
価
安
定
+

『

中

央
労
働
時
報
』

第
四

九
八

号
､

二

1
一

〇

ペ

ー

ジ
､

労
委
協
会

四

五

年
四

月

｢

ケ
イ
ン

ズ

『

自
由
放
任
と

共
産
主
義
』

+

小

泉
明
､

宮
沢

健
一

編

『

ケ

イ

ン

ズ
一

般
理

論
研
究
』

第
一

巻
､

二

六

六

-
二

九

三
ペ

ー

ジ
､

筑

摩
書
房

四

五

年
五

月

｢

経
済
成

長
と

物
価
安
定
+

黎
明
双

書

第
六

五

号
､

一

1
二

三
ペ

ー

ジ
､

四

五

年
一

〇
月

｢

経
済
成

長
の

物
価
問
題
+

『

中
央
労
働
時
報
』

第
五

八

号
､

二

1
二

〇
ペ

ー

ジ
､

労
委
協
会

四

六

年
一

〇
月

∂上之



｢

経

済
学
の

展
開
過
程
+

増
田

四

郎
･

馬

場
啓
之
助
･

都

留

重

人
･

小

泉

｢
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